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は
じ
め
に

　

一
九
〇
六
年
八
月
刊
行
の
『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
掲
載
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ

る
』（
以
下
、『
猫
』）
最
終
章
に
つ
い
て
、
岡
山
中
学
校
に
在
学
中
で
あ
っ

た
内
田
百
閒
は
抑
え
き
れ
ぬ
興
奮
を
書
き
記
し
て
い
る
。

携
へ
来
り
し
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
を
出
し
て
、
例
の
「
我マ

マ

輩
は
猫
で
あ
る
」

を
読
む
、
滑
稽
百
出
、
矢
張
り
面
白
き
は
よ
け
れ
ど
（
略
）
滅
多
に

大
き
な
声
を
出
し
て
笑
は
ゞ
狂
人
と
間
違
へ
ら
る
ゝ
虞
れ
あ
り（

（
（

。

　

酒
井
英
行
氏
は
、「『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
影
響
を
受
け
た
滑
稽
、
機

智
、
諷
刺
、
饒
舌
は
、『
贋
作
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
洗
練
さ
れ
て
結
実

す
る（

（
（

」
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
猫
』
の
発
表
か
ら
約
四
〇
年
以
上
を
経
て
、

百
閒
は
『
贋
作
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（『
小
説
新
潮
』
一
九
四
九
・
一
〜

一
一
、
以
下
、『
贋
作
』）
を
発
表
す
る
。
百
閒
は
「
文
学
論
め
い
た
座
談

を
好
ま
な
か
つ
た（

（
（

。」
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
夏
目
漱
石
の
著
作
に
つ
い
て

の
言
及
は
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
百
閒
に
よ
る
漱
石
論
を
補
助
線
と
し

て
漱
石
の
著
作
、
殊
に
『
猫
』
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
の
か
考
え
た

い
。

　

最
初
に
、内
田
流
石
の
筆
名
で
「
俳
諧
派
文
学
研
究
」（『
校
友
會
會
誌
』

一
九
〇
九
・
六
、
第
六
高
等
学
校
校
友
会
）
を
著
し
、
漱
石
の
初
期
文
章

を
論
じ
て
い
る
。
上
京
後
に
木
曜
会
に
加
わ
り
、
初
刊
本
『
行
人
』

（
一
九
一
四
・
一
・
七
、
大
倉
書
店
）
や
縮
刷
本
の
校
正
を
依
頼
さ
れ
た
経

緯
に
つ
い
て
は
、
漱
石
の
内
田
栄
造
（
百
閒
）
宛
て
書
簡
か
ら
知
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、「
ル
ビ
が
な
く
て
も
読
み
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
た
め
か
」、

繰
り
返
し
記
号
は
使
わ
れ
ず
、
送
り
が
な
・
用
字
も
独
自
の
、「
初
出
本

内
田
百
閒
の
『
漱
石
物
語
』

─
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
要
約
可
能
か

─
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文
や
初
刊
本
の
本
文
と
は
別
の
本
文
と
な
っ
て
い
る（

（
（

」。
漱
石
の
テ
ク
ス

ト
を
普
及
さ
せ
る
過
程
で
の
本
文
生
成
に
与
し
、
没
後
の
第
一
次
『
漱
石

全
集
』（
岩
波
書
店
）
の
原
稿
整
理
に
あ
た
っ
て
は
「
漱
石
校
正
文
法
」

ま（
（
（

で
作
成
し
た
百
閒
に
と
っ
て
文
体
模
倣
は
自
家
薬
籠
中
の
も
の
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、「
百
閒
に
よ
る
漱
石
的
テ
ク
ス
ト
の
し
ば
し
ば
あ

か
ら
さ
ま
な
模
倣
反
復（

（
（

」
を
考
え
る
上
で
贋
パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ

作
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
着

目
し
た
い
。

　

次
に
、
百
閒
は
『
贋
作
』
に
先
行
し
て
、『
猫
』
の
最
終
章
「
十
一
」

の
贋
作
と
呼
べ
る
文
章
（
以
下
、〈
贋
作
〉）
を
書
い
て
い
る
。「
吾
輩
は

猫
で
あ
る
」
と
題
さ
れ
る
そ
の
文
章
は
百
閒
を
編
著
者
と
す
る
『
現
代
叢

書
57　

漱
石
物
語　

上
巻
』（
一
九
四
六
・
一
一
、二
五
、三
笠
書
房
、
以
下

『
漱
石
物
語
』）
に
収
録
さ
れ
て
い
る（

（
（

。『
贋
作
』
に
比
べ
て
『
漱
石
物
語
』

に
収
録
さ
れ
る
〈
贋
作
〉
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の

理
由
は
、
平
山
三
郎
が
同
作
に
つ
い
て
「
序
」
で
協
力
者
と
し
て
名
前
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
大
井
征（

（
（

に
よ
る
「
代
作（

（
（

」
と
み
な
し
、「
著
者
の
著
作

書
目
に
は
加
へ
な
い（

（1
（

。」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
全
集
、
選
集

に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
平
山
は
〈
贋
作
〉
が
『
漱
石

物
語
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
恐
ら
く
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

百
閒
の
文
学
観
を
理
解
す
る
上
で
本
作
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。「
代
作
」

の
可
能
性
に
つ
い
て
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
実
質
的
な
執
筆
は
大
井
征
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、『
漱
石
物
語
』
の
特
徴
は
、
編

著
者
百
閒
の
「
序
」
に
あ
り
、
独
自
の
編
纂
方
針
の
も
と
に
各
章
が
配
列

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
単
な
る
解
説
や
要
約
の
類
で
は
な
い
。

　

本
稿
で
は
百
閒
に
よ
る
『
猫
』
論
を
年
代
順
に
辿
る
。
ま
ず
、「
俳
諧

派
文
学
研
究
」
に
お
け
る
同
時
代
受
容
を
分
析
し
、
次
に
『
漱
石
物
語
』、

そ
の
原
版
の
内
田
百
間マ
マ

編
著
『
読
本
現
代
日
本
文
学 

3 

夏
目
漱
石
読
本
』

（
一
九
三
六
・
一
一
・
二
〇
、三
笠
書
房
、
以
下
『
漱
石
読
本
』）
の
編
纂
者

と
し
て
の
役
割
に
着
目
す
る
。最
後
に
、『
漱
石
物
語
』に
収
録
さ
れ
る『
猫
』

最
終
章
「
十
一
」
の
〈
贋
作
〉
に
焦
点
を
当
て
る
。
正
典
「
十
一
」
の
「
寒

月
が
語
る
〝
落
ち
な
い
夕
日
〟
の
エ
ピ
ソ
ー
ド（

（1
（

」
に
お
け
る
小
説
的
技
法

を
踏
ま
え
て
、
百
閒
が
ど
の
よ
う
に
『
猫
』
を
読
み
、
自
己
の
文
学
に
取

り
入
れ
た
の
か
、『
猫
』
を
め
ぐ
る
こ
と
ば
の
生
成
過
程
か
ら
検
討
し
た
い
。

一
　『
猫
』
に
お
け
る
空
間
短
縮
法

　

百
閒
は
、
中
学
生
に
し
て
「
一
人
前
の
漱
石
崇
拝
者
」
を
も
っ
て
任
じ

た（
（1
（

。
一
九
〇
九
年
、
第
六
高
等
学
校
在
籍
時
に
発
表
し
た
「
俳
諧
派
文
学

研
究（

（1
（

」
で
は
、
芭
蕉
、
蕪
村
を
源
と
す
る
俳
諧
趣
味
が
正
岡
子
規
の
写
生

文
を
経
て
漱
石
、
高
浜
虚
子
に
至
る
潮
流
を
解
説
し
て
い
る
。
写
生
文
に

つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
漱
石
の
『
猫
』
に
注
目
し
、
筋
を
持
た
な
い

写
生
文
の
可
能
性
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
写
生
文
に
つ
い
て
、「
其
作

物
に
表
は
る
ゝ
材
料
を
其
自
身
が
あ
る
が
儘
に
あ
ら
し
め
欲
す
る
儘
に
活

躍
せ
し
め
て
作
者
は
決
し
て
こ
れ
に
己
れ
が
主
観
の
結
果
を
強
ひ
」
ず
、

「
読
者
を
直
ち
に
作
者
と
同
一
の
地
位
に
起
た
し
め
」
る
も
の
と
定
義
し

て
い
る
。「
作
者
自
ら
変
化
し
て
其
の
観
照
の
位
置
乃
至
態
度
を
種
々
に

変
へ
る
必
要
」
が
あ
る
と
し
て
、
漱
石
『
文
学
論
』（
一
九
〇
七
・
五
・
七
、

大
倉
書
店
）
第
四
篇
「
文
学
的
内
容
の
相
互
関
係
」
第
八
章
「
間
隔
論
」
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を
引
用
し
て
い
る
。『
文
学
論
』
第
四
篇
で
漱
石
は
「
文
芸
上
の
真
」
を

伝
え
る
た
め
の
手
段
を
分
類
し
、
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
第
八
章
で
は

い
わ
ゆ
る
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
（narrative perspective

）

の
技
法
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
俳
諧
派
文
学
研
究
」
で
は
、
こ
の
『
文

学
論
』
初
版
の
四
七
九
頁
〜
四
八
八
頁
の
「
抄
節
」
を
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

取
材
の
幻
惑
は
材
そ
の
も
の
ゝ
質
に
由
つ
て
決
す
。（
略
）
間
隔
の

幻
惑
は
距
離
そ
の
も
の
ゝ
遠
近
に
支
配
せ
ら
る
。（
略
）･

マ

マ

･････

さ

れ
ば
読
者
と
篇
中
の
人
物
と
の
距
離
は
時
空
両
間
に
於
て
他
に
妨
げ

な
き
限
り
接
近
せ
し
む
る
を
以
つ
て
幻
惑
を
生
ず
る
捷
径
と
す
。

･

マ

マ

･････

而
し
て
空
間
短
縮
法
の
一
方
は
中
間
に
介
在
す
る
著
者
の
影

を
隠
し
て
読
者
と
篇
中
の
人
物
と
を
し
て
当
面
に
対
座
せ
し
む
る
に

あ
り
。･

マ

マ

･････

所
謂
写
生
文
な
る
も
の
は
悉
く
此
法
を
用
ゐ
て
文
を

や
る
に
似
た
り
。
彼
等
の
描
写
す
る
所
は
筋
と
し
て
纏
ま
ら
ざ
る
も

の
多
し
。（
略
）（
抄
節
、
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）

　

空
間
短
縮
法
は
、
筋
を
持
た
な
い
写
生
文
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
読
者

と
篇
中
の
人
物
と
の
中
間
に
介
在
す
る
著
者
の
影
が
隠
さ
れ
る
。「
筋
と

し
て
纏
ま
ら
ざ
る
」
た
め
に
「「
博
物
図
」
若
し
く
は
「
写
真
」
の
如
き

も
の
」
に
な
り
が
ち
で
あ
る
と
い
う
弊
害
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

だ
が
、「
客
観
的
で
あ
り
な
が
ら
も
其
の
取
材
に
就
い
て
冷
静
な
る
一

種
の
批
評
的
態
度
」、要
す
る
に
「
準
客
観
の
態
度
」
を
持
つ
描
写
が
出
た
。

そ
れ
が
『
猫
』
で
あ
る
。「『
猫
』
中
篇
は
此
例
を
以
つ
て
充
ち
て
居
る
。」

と
し
て
『
猫
』「
十
一
」
の
引
用
が
続
く
。
引
用
の
末
尾
に
は
「（
猶
此
批

評
的
態
度
に
関
し
て
は
文
学
論
第
四
篇
第
八
章
間
隔
論
中
の
四
八
六
頁
参

照
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
文
学
論
』
で
は
「
読
者
を
著
者
の
傍
に
引
き

つ
け
て
、
両
者
を
同
立
脚
地
に
置
く
」（
初
版
、
四
八
一
頁
）
と
い
う
空

間
短
縮
法
を
二
種
類
に
分
け
、「
批
評
的
作
物
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

批
評
的
作
物
と
は
作
家
篇
中
の
人
物
と
一
定
の
間
隔
を
保
つ
て
批
判

的
眼
光
を
以
て
彼
等
の
行
動
を
叙
述
し
て
成
る
を
云
ふ
。（『
文
学
論
』

初
版
、
四
八
二
頁
）

　

こ
の
空
間
短
縮
法
の
効
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
し
て
二
人
称
を
挙
げ
る
。

書
簡
体
、
脚
本
、
小
説
の
会
話
文
に
お
い
て
常
用
さ
れ
、「
読
者
は
汝〇

と

呼
ぶ
人
を
通
じ
て
、
汝〇

と
呼
ば
れ
た
る
人
と
対
坐
す
る
事
を
得
」
る
（
初

版
、
四
八
六
頁
）。「
俳
諧
派
文
学
研
究
」
で
例
示
さ
れ
る
の
は
、『
猫
』

最
終
章
「
十
一
」
に
お
け
る
囲
碁
対
局
場
面
（『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル　

下
』

一
九
〇
七
・
五
・
一
九
、
大
倉
書
店
、
九
六
頁
〜
九
七
頁
）
で
あ
る
。
登
場

人
物
達
と
そ
の
会
話
を
見
聞
す
る
猫
の
「
批
評
的
態
度
」
が
発
揮
さ
れ
る
。

　

以
上
よ
り
、
百
閒
が
『
文
学
論
』
か
ら
写
生
文
に
よ
る
小
説
に
関
す
る

技
法
を
積
極
的
に
受
容
し
、『
猫
』
に
そ
の
実
例
を
探
っ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
若
い
時
に
『
猫
』
を
一
番
愛
読
し
た（

（1
（

と
い
う
百
閒
だ
が
、『
漱

石
物
語
』
で
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
の
か
、
次
章
以
降
で
検
討
し
た
い
。
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二
、『
漱
石
読
本
』
か
ら
『
漱
石
物
語
』
へ

　

前
述
の
通
り
、『
漱
石
物
語
』
は
『
漱
石
読
本
』（
一
九
三
六
年
）
を
原

版
と
す
る
。『
漱
石
読
本
』
に
は
、『
坊
ち
や
ん
』、『
虞
美
人
草
』、『
三
四

郎
』、『
そ
れ
か
ら
』、『
門
』、『
彼
岸
過
迄
』、『
心
』
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。

同
書
の
内
田
百
間マ
マ

「
序
」
を
引
用
す
る
。

　

漱
石
先
生
の
全
著
作
中
か
ら
代
表
的
の
数
篇
を
選
び
、
そ
の
梗
概

を
物
語
風
に
叙
し
て
興
味
あ
る
読
物
た
ら
し
め
ん
と
試
た
の
が
本
書

で
あ
る
。
未
だ
原
作
を
繙
く
機
会
を
有
た
な
か
つ
た
一
般
の
読
書
子
、

特
に
年
少
好
文
の
学
徒
に
、
本
書
が
偉
大
な
る
漱
石
先
生
の
一
斑
を

知
ら
し
め
、
ひ
い
て
は
原
作
の
鑑
賞
、
研
究
に
入
る
一
つ
の
手
引
草

と
な
ら
ん
事
は
編
者
の
念
願
で
あ
る
。

　

本
書
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
友
人
大
井
征
君
の
協
力
に
負
ふ
と
こ

ろ
多
大
で
あ
る
。
併
せ
記
し
て
そ
の
好
意
を
深
謝
す
る
。

　
「
代
表
的
の
数
篇
」
は
必
ず
し
も
百
閒
の
好
み
に
即
し
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
編
者
に
よ
る
「
巻
末
附
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
断
り
書
き

が
あ
る
。

本
書
ハ
初
メ
「
読
本
現
代
日
本
文
学
」
ノ
一
篇
ト
シ
テ
、
他
ノ
列
冊

同
様
ノ
体
裁
ニ
従
ヒ
編
纂
ス
ル
予
定
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
編
者
ニ
思

フ
ト
コ
ロ
有
ツ
テ
ソ
ノ
方
針
ヲ
一
変
致
シ
マ
シ
タ
。
編
者
ハ
英
吉
利

ノ
ら
む
編
「
沙
翁
物
語
」
ノ
顰
ミ
ニ
倣
ツ
テ
本
書
ヲ
編
マ
ウ
ト
企
テ

タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

　
『
漱
石
読
本
』
は
、「
他
ノ
列
冊
同
様
ノ
体
裁
ニ
従
」
わ
ず
に
編
纂
さ
れ

て
い
る
。「
読
本
現
代
日
本
文
学
」シ
リ
ー
ズ
の
目
的
と
は
、第
一
冊
で『
尾

崎
紅
葉
読
本
』
を
担
当
し
た
徳
田
秋
声
に
よ
れ
ば
、「
頭
脳
の
忙
し
い
現

代
人
の
た
め
に
、
読
書
欲
の
能
率
を
あ
げ
さ
せ
、
要
約
的
な
読
本
を
作
つ

て
、
全
作
品
を
読
ん
だ
と
同
じ
要
領
を
得
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
作
品
を

味
解
す
る
や
う
リ
イ
ド
す
る（

（1
（

」
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、「
梗
概
を
語
つ

た
と
こ
ろ
で
、
作
者
の
妙
文
と
巧
み
な
話
術
と
で
面
白
く
読
ま
せ
る
種
類

の
も
の
だ
け
に
、
作
品
の
面
白
味
を
伝
へ
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（1
（

」。「
成
る

べ
く
纏
ま
つ
た
短
篇
を
幾
つ
も
並
べ
る
か
、
長
い
代
表
的
な
作
品
か
ら
精

粋
と
思
は
れ
る
部
分
を
抜
く
よ
り
外
は
な
い
。」
と
判
断
し
た
秋
声
は
「
排

列
の
順
序
」
に
工
夫
を
設
け
る（

（1
（

。

　

シ
リ
ー
ズ
第
一
冊
に
し
て
、「
要
約
的
な
読
本
」
と
い
う
あ
り
方
に
異

議
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
百
聞
の
『
漱
石
読
本
』
に
お
い
て
は
「
梗
概
を

物
語
風
」に
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
英
吉
利
ノ
ら
む
編「
沙

翁
物
語
」ノ
顰
ミ
に
倣
ツ
テ
」い
る
。
ラ
ム
姉
弟『
沙
翁
物
語
』（
一
八
〇
七
）

は
「
単
純
な
こ
と
ば
の
中
に
も
原
作
の
心
持
を
よ
く
と
ら
へ
て
荒
筋
を
物

語
、
そ
の
上
、
原
作
の
表
現
を
も
巧
み
に
織
り
込
ん
だ
こ
と（

（1
（

」
が
美
点
と

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
物
語
化
は
「
原
作
の
表
現
」
を
生
か
す
こ
と
に
こ

そ
意
味
が
あ
る
。『
沙
翁
物
語
』「
序
」に
拠
る
と「
お
若
い
方
々
が
シ
ェ
ー

ク
ス
ピ
ー
ア
を
御
研
究
に
な
る
前
に
、
其
準
備
と
し
て
読
ん
で
戴
き
た
い
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と
云
ふ
老
婆
心
か
ら
で
あ
り
ま
す（

（1
（

。」
と
原
作
の
普
及
と
い
う
目
的
を
強

調
し
て
い
る
。「
此
筋
書
（
略
）
の
中
に
短
縮
め
る
と
、
兎
角
失
敗
に
終

り
勝
ち（

（2
（

」
な
の
で
、
各
読
者
に
改
め
て
原
作
を
読
む
よ
う
に
と
も
勧
め
て

い
る
。
同
様
に
『
漱
石
読
本
』
に
お
い
て
も
、
原
文
に
忠
実
で
あ
る
も
の

の
、
限
界
に
直
面
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
材
料
で
話
を
進
め
る
の
は
前
座
の
す
る
事（

（2
（

」
と
い
う
考
え
を
表
明
し

て
い
た
百
閒
に
と
っ
て
、
読
書
の
能
率
性
を
重
視
し
、
漱
石
の
著
作
の
要

約
や
梗
概
を
語
る
こ
と
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
九
三
〇
年
代
に
は
、
著
作
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
な
状

況
が
成
立
し
て
い
た
。
自
作
が
映
画
化
さ
れ
る
と
、「
僕
の
書
い
た
物
は

純
粋
文
章
で
あ
る
か
ら
内
容
も
筋
も
な
い
。
さ
う
安
々
と
芝
居
や
映
画
に

は
出
来
な
い
様
に
し
て
見
せ
る（

（2
（

」
と
い
う
決
意
を
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

　

戦
後
に
現
代
叢
書（

（2
（

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
漱
石
物
語
』
に
は
、『
漱
石

読
本
』
の
「
序
」
と
「
巻
末
附
記
」
を
併
せ
た
「
序
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
編
纂
方
針
に
変
更
は
な
い
が
、初
期
の
著
作
（『
草
枕
』『
野
分
』『
坑

夫
』『
猫
』）
を
新
た
に
加
え
る
に
あ
た
り
、
再
び
大
井
に
協
力
を
要
請
し

た
。
百
閒
の
日
記
を
参
照
す
る
と
、
一
九
四
六
年
四
月
二
一
日
に
「
漱
石

物
語
の
序
文
を
書
い
た（

（2
（

」
と
あ
る
。
同
年
六
月
五
日
に
は
、
大
井
、
三
笠

書
房
の
編
集
者
広
瀬
と
「
三
人
に
て
漱
石
物
語
の
相
談（

（2
（

」
し
、
七
月
一
一

日
に
「
大
井
来
、
漱
石
読
本
の
追
加
原
稿
を
持
参
す
、
今
日
の
猫
に
て
上

巻
中
巻
は
全
部
す
み
也（

（2
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
読
本
現
代
日
本
文
学
」

シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
編
著
者
が
協
力
者
に
委
ね
る
例
が
他
に
見
ら
れ

た
。
例
え
ば
、
病
床
に
あ
っ
た
秋
声
の
「
解
説
」
の
多
く
は
口
述
筆
記
に

よ
る（

（2
（

。『
石
川
啄
木
読
本
』
の
編
著
者
金
田
一
京
助
は
、
吉
田
孤
羊
に
任

せ
て
自
身
は
「
責
任
上
全
体
に
目
を
通
し
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

　
『
漱
石
物
語
』
に
お
い
て
も
「
序
」
を
執
筆
し
た
の
は
百
閒
で
あ
り
、

独
自
の
編
纂
方
針
、
構
成
に
こ
そ
特
徴
を
見
出
せ
る
。
そ
の
「
解
説
」
で

は
一
貫
し
て
物
語
化
が
不
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
魅
力
が
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
。
例
え
ば
、『
草
枕
』
の
瞠
目
は
「
一
種
東
洋
的
な
美
し
さ

そ
の
も
の
」
で
あ
り
、「『
草
枕
』
を
物
語
と
し
て
此
処
に
縮
少
し
て
見
た

け
れ
ど
、
読
者
諸
君
は
そ
の
つ
も
り
で
此
作
の
真
価
を
鑑
賞
し
て
頂
き
た

い
」
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。『
野
分
』（
一
九
〇
七
）
に
つ
い
て
は
、
白
井
道
也

の
論
文
と
演
説
こ
そ
が
「
漱
石
自
身
の
思
想
を
表
明
し
た
情
熱
に
満
ち
た

大
文
章
で
あ
つ
て
、
こ
の
作
の
内
容
的
な
骨
格
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ

る
が
、
筋
の
上
で
は
殆
ん
ど
関
係
が
な
い
の
で
、
こ
の
「
野
分
」
物
語
で

は
わ
ざ
と
割
愛
し
て
あ
る（

（3
（

。」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
物
語
を

標
題
に
掲
げ
る
『
漱
石
物
語
』
に
お
い
て
は
、
筋
に
依
拠
し
な
い
初
期
著

作
を
物
語
化
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
「
解
説
」
で
批
判
す
る
と
い
う
振
る
舞

い
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。『
漱
石
読
本
』
に
比
べ
る
と
、
積
極
的
に
物

語
を
批
判
す
る
姿
勢
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

三
、『
漱
石
物
語
』
に
お
け
る
『
猫
』
最
終
章
の
「
ア
レ
ン
ジ
」

　
『
漱
石
物
語
』
の
『
猫
』「
解
説
」
で
百
閒
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

全
篇
は
十
一
回
に
分
か
れ
、
そ
の
一
回
一
回
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

形
で
書
か
れ
て
る
も
の
で
あ
つ
て
、
漱
石
自
身
も
こ
の
作
は
尾
頭
の
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心
元
な
き
海
鼠
の
や
う
な
文
章
で
あ
る
か
ら
、
何
日
何
所
で
切
れ
て
、

消
え
て
な
く
な
つ
て
も
、
少
し
も
差
支
な
い
と
言
つ
て
ゐ
る
通
り
、

全
篇
を
通
じ
て
首
尾
一
貫
し
た
筋
と
い
ふ
も
の
は
別
に
取
立
て
ゝ
見

出
す
こ
と
は
出
来
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
一
回
一
回
の
独
立
し
た
も

の
も
、
そ
の
内
容
は
「
筋
」
で
は
な
く
、
作
者
の
（
猫
の
）
意
見
や

批
評
や
観
察
で
あ
る
。
こ
の
作
が
発
表
さ
れ
る
と
共
に
非
常
な
好
評

を
受
け
、
夏
目
漱
石
の
文
名
が
忽
ち
一
世
を
風
靡
し
た
の
は
、
こ
の

独
自
の
文
学
形
式
だ
つ
た
。（
二
四
三
〜
二
四
四
頁
）

従
つ
て
此
の
作
の
真
価
は
、
ど
う
し
て
も
「
物
語
」
化
さ
れ
た
読
物

で
は
味
は
ふ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
此
処
で
は
そ
の
第
十
一

回
の
う
ち
か
ら
最
も
漱
石
の
真
面
目
を
発
揮
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る

個
所
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
示
し
て
お
い
た
。
作
品
の
制
作
順
に
配
列
し

た
本
書
上
巻
の
冒
頭
を
飾
る
筈
の
此
の
作
を
、
わ
ざ
わ
ざ
巻
末
に
廻

し
て
別
格
に
扱
つ
た
の
も
一
に
右
の
理
由
に
由
る
の
で
あ
る
。
御
諒

承
を
願
つ
て
お
く
。（
二
四
四
頁
）

　

百
閒
は
「
尾
頭
の
心
元
な
き
海
鼠
の
や
う
な
文
章
」（『
猫
』
初
版
序
文
）

と
い
う
物
語
の
約
束
事（

（3
（

か
ら
逸
脱
す
る
要
素
に
着
目
し
て
い
る
。『
猫
』

に
お
い
て
は
話
の
「
筋
」
で
は
な
く
、「
作
者
の
（
猫
の
）
意
見
や
批
評

や
観
察
」
に
内
容
が
あ
る
と
し
、「
此
の
作
の
真
価
は
ど
う
し
て
も
「
物
語
」

化
さ
れ
た
読
物
で
は
味
は
ふ
こ
と
は
不
可
能
」
と
述
べ
て
い
る
。『
漱
石

物
語
』
に
お
け
る
物
語
の
不
可
能
性
と
い
う
考
え
は
「
純
粋
文
章
」
に
一

致
し
、「（
猫
の
）
意
見
や
批
評
や
観
察
」
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
と
す
る

評
価
は
「
俳
諧
派
文
学
研
究
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
『
漱
石
物
語
』
は
著
作
を
発
表
順
に
収
録
す
る
も
の
だ
が
、『
猫
』
は
「
別

格
」
ゆ
え
に
掉
尾
を
飾
る
。
そ
の
最
終
章
「
十
一
」
の
う
ち
か
ら
「
最
も

漱
石
の
真
面
目
を
発
揮
し
て
ゐ
る
」
箇
所
を
「
梗
概
」（
要
約
）
の
代
わ

り
に
「
ア
レ
ン
ジ
」
し
た
と
百
閒
は
述
べ
て
い
る
。「
俳
諧
派
文
学
研
究
」

に
お
い
て
最
終
章
「
十
一
」
の
冒
頭
は
空
間
短
縮
法
の
効
力
を
発
揮
す
る

も
の
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
「
ア
レ
ン
ジ
」
し
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
「
十
一
」
は
碁
盤
を
中
に
据
え
て
迷
亭
と
独
仙
が
対
座
す
る
場
面
か
ら

始
ま
る
。
座
敷
の
入
り
口
に
は
寒
月
と
東
風
、
主
人
（
苦
沙
弥
）
が
座
っ

て
い
る
。
故
郷
に
帰
っ
て
い
た
と
い
う
寒
月
。
土
産
の
鰹
節
を
ヷ
イ
オ
リ

ン
と
一
緒
に
持
ち
帰
っ
た
話
か
ら
「
ヷ
イ
オ
リ
ン
を
習
い
出
し
た
顛
末
」

を
話
し
始
め
る
。一
読
の
限
り
で
は
、「
ア
レ
ン
ジ
」版
は
正
典『
猫
』「
十
一
」

の
冒
頭
か
ら
バ
イ
オ
リ
ン
を
手
に
入
れ
る
ま
で
の
描
写
に
力
点
を
置
き
、

そ
の
後
の
語
り

─
多
々
良
三
平
が
座
に
加
わ
っ
て
金
田
の
令
嬢
と
結
婚

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
皆
が
帰
っ
た
後
に
麦
酒
を
飲
ん
だ
猫
が
誤
っ
て

水
甕
に
転
落
す
る
顛
末

─
は
削
除
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
み
え
る
。

　

し
か
し
、『
猫
』
と
の
違
い
を
さ
ら
に
細
か
く
み
て
い
く
と
、
東
嶺
寺
、

落
雲
館
と
い
っ
た
固
有
名
詞
は
寺
や
学
校
と
い
っ
た
普
通
名
詞
に
置
き
換

え
ら
れ
る
な
ど
匿
名
化
、
抽
象
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
随
所
に

省
略
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
寒
月
の
結
婚
に
関
す
る
話
題
、
東
風
の
芸

術
論
、
下
宿
を
出
て
戻
る
ま
で
の
道
中
の
出
来
事
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
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場
所
を
求
め
て
庚
申
山
の
頂
ま
で
登
る
語
り
等
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
で

〝
落
ち
な
い
夕
日
〟
を
め
ぐ
る
語
り
が
前
景
化
す
る
。

　
「
ア
レ
ン
ジ
」
に
引
き
継
が
れ
た
部
分
に
つ
い
て
次
に
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
高
等
学
校
時
代
、
金
善
の
店
先
に
吊
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
リ

ン
の
「
そ
ら
音
」
に
魅
せ
ら
れ
た
寒
月
。
だ
が
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
こ

と
を
「
柔
弱
」
と
す
る
土
地
柄
か
ら
白
昼
に
買
い
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
天
長
節
の
前
日
、
仮
病
を
使
っ
て
学
校
を
休
ん
だ
寒
月
は
日
暮
れ
を

待
っ
て
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
と
す
る
。
布
団
の
中
で
目
が
覚

め
る
と
「
烈
し
い
秋
の
日
が
、
六
尺
の
障
子
へ
一
面
に
あ
た
つ
て
、
か
ん

〳
〵
」
し
て
い
る
。
障
子
の
上
の
方
に
か
た
ま
っ
て
い
る
「
細
長
い
影
」

は
「
渋
柿
の
甘
干
し
」
で
あ
る
。
そ
の
甘
干
し
を
一
つ
取
つ
て
食
べ
て
布

団
に
潜
り
込
む
。「
約
三
、四
時
間
夜
具
の
中
で
辛
抱
」
し
て
か
ら
次
を
食

べ
る
。「
甘
干
し
」
を
食
べ
る
動
作
が
四
回
語
ら
れ
る
。

　

一
般
的
に
は
日
が
暮
れ
る
ま
で
の
時
間
に
対
し
て
、
物
語
る
時
間
は
短

く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。『
猫
』の
最
終
章「
十
一
」か
ら
離
れ
る
が
、「
五
」

の
冒
頭
で
猫
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

　

二
十
四
時
間
の
出
来
事
を
洩
れ
な
く
書
い
て
、
洩
れ
な
く
読
む
に

は
少
な
く
と
も
二
十
四
時
間
か
ゝ
る
だ
ら
う
、
い
く
ら
写
生
文
を
鼓

吹
す
る
吾
輩
で
も
是
は
到
底
猫
の
企
て
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
芸
当
と
自

白
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

猫
は
写
生
文
と
し
て
、
二
十
四
時
間
の
出
来
事
を
二
十
四
時
間
か
け
て

語
ろ
う
と
す
る
が
断
念
す
る
。「
物
語
言
説
と
物
語
内
容
と
の
時
間
的
相

等
性
を
、
あ
く
ま
で
も
約
束
事
と
し
て
で
は
あ
る
が
実
現
す
る（

（3
（

。」
と
さ

れ
る
情
景
法
を
理
想
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
挫
折
し
て
い
る
。

「
十
一
」
に
お
い
て
は
寒
月
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
よ
う
と
す
る
。〝
落
ち
な

い
夕
日
〟
は
時
間
処
理
に
お
け
る
特
異
な
小
説
技
法
が
用
い
ら
れ
る
例
と

し
て
既
に
指
摘
さ
れ
る
。

周
囲
の
目
を
憚
り
、
夜
を
待
っ
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
買
い
に
出
る
ま

で
の
時
間
の
長
さ
に
、「
六
尺
の
障
子
を
照
ら
し
て
か
ん
〳
〵
す
る
」

夕
日
の
反
復
叙
法
を
差
し
む
け
る
そ
の
く
だ
り
で
は
、
同
じ
光
景
を

同
じ
言
葉
で
杓
子
定
規
に
四
度
も
繰
り
か
え
す

0

0

0

0

0

叙
法
そ
の
も
の
が
、

い
つ
ま
で
も
暮
れ
ぬ
秋
の
日
と
、
日
暮
れ
を
待
つ
者
の
焦
れ
っ
た
さ

を
あ
ら
わ
に
代
替
し
よ
う
と
し
、
そ
の
露
骨
さ
が
か
え
っ
て
、
叙
述

の
時
間
と
虚
構
上
の
時
間
と
の
あ
い
だ
の
、
い
わ
ば
本
質
的
な
不
和

を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
き
わ
だ
て
る
こ
と
に
な
る（

（3
（

。

　

天
長
節
（
明
治
天
皇
誕
生
日
）
の
前
日
と
い
え
ば
一
一
月
二
日
で
あ
る
。

秋
の
日
の
短
さ
は
釣
瓶
落
と
し
に
た
と
え
ら
れ
る
が
〝
落
ち
な
い
夕
日
〟

で
は
一
定
の
強
さ
で
「
か
ん
〳
〵
」
と
照
り
続
け
る
。
四
度
繰
り
返
し
た

後
に
五
度
目
以
降
を
省
略
し
て
い
る
。「
要
す
る
に
私
は
甘
干
し
の
柿
を

食
つ
て
は
も
ぐ
り
、
も
ぐ
つ
て
は
食
い
、
と
う
〳
〵
軒
端
に
吊
し
た
奴
を

み
ん
な
食
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
」と
ま
と
め
ら
れ
る
も
、「
軒
端
に
吊
し
た
」

数
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
最
終
的
に
何
個
の
「
甘
干
し
」
を
食
べ
た
か
は
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不
明
で
あ
る
。

　
「
頻
度
」
に
つ
い
て
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
、「
何
度
か
生
起
し
た
こ
と
が
ら
を

や
は
り
何
度
か
物
語
る
の
だ
が
、
そ
の
回
数
が
異
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

「〈nR/m
H

〉
の
公
式
」
の
「
実
例
は
存
在
し
な
い（

（3
（

」
と
言
及
し
て
い
る
。

寒
月
の
〝
落
ち
な
い
夕
日
〟
に
お
い
て
は
何
度
生
起
し
た
の
か
、n

の
値

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
寒
月
が
最
初
に
目
を
覚
ま
し
た
の
は
、朝
、昼
、夕
、

何
れ
で
あ
っ
た
か
。
午
前
七
時
に
最
初
の
「
甘
干
し
」
を
食
べ
て
、
四
時

間
置
き
に
一
個
ず
つ
食
べ
た
と
し
て
も
、
四
個
目
を
食
べ
る
頃
に
は
一
二

時
間
経
っ
て
午
後
七
時
を
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
は
じ
め
か
ら
「
か

ん
〳
〵
」
と
一
定
に
照
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
も
奇
妙
で
あ
る
。

　

秋
日
射
、
秋
日
影
と
い
う
季
語
も
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
然
法
則
を

超
越
し
て
、
秋
の
日
は
「
か
ん
〳
〵
」
と
し
て
暮
れ
る
気
配
が
一
向
に
訪

れ
な
い
。

四
　「
ア
レ
ン
ジ
」
に
お
け
る
寒
月
の
バ
イ
オ
リ
ン
談

　

さ
ら
に
「
ア
レ
ン
ジ
」
版
で
は
、
語
り
の
順
序
の
変
更
、
加
筆
も
あ
る

こ
と
を
以
下
に
検
討
す
る
。
語
り
の
順
序
の
入
れ
替
え
は
、
寒
月
が
バ
イ

オ
リ
ン
を
入
手
し
て
以
降
に
顕
著
で
あ
る
。「
音
が
出
な
く
て
も
隠
し
了

せ
な
い
」
例
と
し
て
煙
草
泥
棒
、
探
偵
が
連
想
さ
れ
た
あ
と
、
文
明
批
評

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く
。
独
仙
は
「
只
眼
前
の
習
慣
に
迷
は
さ
れ
て
、

根
本
の
原
理
を
忘
れ
る
も
の
だ
か
ら
気
を
つ
け
な
い
と
駄
目
だ
」
と
い
う

ス
ペ
イ
ン
の
コ
ル
ド
バ
に
お
け
る
教
訓
を
引
き
合
い
に
出
す
。
そ
こ
で
は
、

日
没
の
時
間
を
知
ら
せ
る
鐘
の
音
を
一
時
間
遅
ら
せ
た
た
め
、
定
刻
通
り

に
女
性
達
が
水
浴
び
に
来
る
も
日
が
暮
れ
な
い
。「
秋
の
日
が
か
ん
〳
〵
」

す
る
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
の
連
想
で
バ
イ
オ
リ
ン
談
の
続
き
が
次
の
よ
う

に
促
さ
れ
る
。「
ア
レ
ン
ジ
」版
の
末
尾
は
次
の
引
用
の
通
り
で
あ
る
。『
猫
』

と
の
比
較
の
た
め
に
削
除
部
分
を
取
り
消
し
線
で
、
加
筆
部
分
に
つ
い
て

は
二
重
線
で
示
す
。

　
「
寒
月
君
、
秋
の
日
が
か
ん
〳
〵
で
思
ひ
出
し
た
が
、
ヷ
イ
オ
リ

ン
の
話
は
ど
う
し
た
」
と
東
風
君
が
急
に
思
ひ
出
し
た
や
う
に
云
ふ
。

　
「
お
や
〳
〵
執
念
深
い
男
だ
」

　
「
ヷ
イ
オ
リ
ン
は
も
う
沢
山
だ
よ
」
と
主
人
は
あ
ま
り
気
が
乗
ら

な
い
様
で
あ
る
。

　
「
是
か
ら
そ
れ
で
愈
ヷ
イ
オ
リ
ン
を

─
弾
く
所
で
す
」
と
、
寒

月
君
は
途
切
れ
た
話
の
継
続
を
し
か
け
た
が
、「
東
風
君
、
愈
々
ヷ

イ
オ
リ
ン
を
ど
う
す
る
ん
だ
つ
た
か
な
、
苦
沙
弥
君
」
と
甚
だ
無
責

任
で
あ
る
。

　
「
ど
う
す
る
の
か
な
、
頓
と
見
当
が
つ
か
な
い
」

　
「
是
か
ら
愈
弾
く
所
で
す
」

　
「
是
か
ら
愈
ヷ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
所
だ
よ
。
こ
つ
ち
へ
出
て
来
て

聞
き
給
へ
」
と
東
風
君
は
熱
心
な
だ
け
に
よ
く
憶
え
て
ゐ
る
。

　
「
ま
た
だ
ヷ
イ
オ
リ
ン
か
い
。
困
つ
た
な
」
と
独
仙
君
が
横
か
ら

感
興
を
殺
ぐ
や
う
な
事
を
云
ふ
。

　
「
君
は
無
絃
の
素
琴
を
弾
ず
る
連
中
だ
か
ら
困
ら
な
い
方
な
ん
だ

が
、
寒
月
君
の
は
、
き
い
〳
〵
ぴ
い
〳
〵
ぴ
い
近
所
合
壁
へ
聞
え
る
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の
だ
か
ら
大
に
困
つ
て
る
所
と
こ
ろ
だ
」

「
さ
う
か
い
。
寒
月
君
近
所
へ
聞
え
な
い
様
に
ヷ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く

方は
う

を
知
ら
ん
で
す
か
」

「
知
り
ま
せ
ん
ね
、
あ
る
な
ら
伺
ひ
た
い
も
の
で
」

「
伺
は
な
く
て
も
露
地
の
白び
や
く

牛ぎ
う

を
見
れ
ば
す
ぐ
分
る
筈
だ
が
」
と
、

何
だ
か
通
じ
な
い
事
を
云
ふ
。
寒
月
君
は
ね
ぼ
け
て
あ
ん
な
珍
語
を

弄
す
る
の
だ
ら
う
と
鑑
定
し
た
か
ら
、
わ
ざ
と
相
手
に
な
ら
な
い
で

話
頭
を
進
め
た
。

　

猫
の
視
線
を
介
し
て
、
寒
月
が
バ
イ
オ
リ
ン
談
を
お
も
む
ろ
に
再
開
し

よ
う
と
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
加
筆
に
よ
っ
て
、
登
場
人
物
た
ち
の

反
応
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
。「
秋
の
日
」
か
ら
東
風
は
「
急
に
思

ひ
出
し
た
や
う
に
」
バ
イ
オ
リ
ン
談
を
催
促
す
る
も
、
五
沙
弥
は
「
あ
ま

り
気
が
乗
ら
な
い
様
」
で
あ
る
。
寒
月
は
「
無
責
任
」
に
も
ど
こ
ま
で
話

し
た
か
、
忘
れ
て
い
る
。
独
仙
は
「
感
興
を
殺
ぐ
」
よ
う
に
辟
易
し
て
み

せ
禅
語
で
応
対
す
る
も
寒
月
に
は
相
手
に
さ
れ
な
い
。

　

正
典
で
は
、
煙
草
泥
棒
の
後
に
引
用
部
分
が
配
置
さ
れ
、
バ
イ
オ
リ
ン

を
弾
く
場
所
を
求
め
て
庚
申
山
の
頂
ま
で
登
る
も
「
古
沼
の
怪
狸
」
に
脅

か
さ
れ
て
駆
け
下
り
る
話
が
続
く
。
寒
月
は
「
大
得
意
の
容
子
」
で
失
敗

談
を
語
る
も
登
場
人
物
た
ち
は
「
酷
評
」、「
嘆
息
」
し
、「
話
頭
」
は
転

じ
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
ア
レ
ン
ジ
」
版
で
は
コ
ル
ド
バ
の
「
秋
の
日
」
か
ら
甘
干
し

の
情
景
が
想
起
さ
れ
、
バ
イ
オ
リ
ン
談
に
接
合
さ
れ
、
バ
イ
オ
リ
ン
談
に

ゆ
る
や
か
に
収
斂
し
て
い
く
。

　
〝
落
ち
な
い
夕
日
〟
に
つ
い
て
の
寒
月
の
語
り
は
要
約
法
の
よ
う
な
効

率
的
な
語
り
と
は
対
照
的
で
あ
る
。「
ヷ
イ
オ
リ
ン
は
も
う
沢
山
だ
よ
」（
五

沙
弥
）
と
聞
く
側
は
し
び
れ
を
切
ら
し
、「
ヷ
イ
オ
リ
ン
を
ど
う
す
る
ん

だ
つ
た
か
な
」（
寒
月
）
と
脱
線
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
筋
を
持
た
な
い

バ
イ
オ
リ
ン
談
が
い
つ
尽
き
る
と
も
な
く
続
い
て
い
く
。「
話
頭
」
が
転

じ
ら
れ
る
気
配
は
み
え
な
い
。

お
わ
り
に

　

百
聞
の
初
期
文
章
「
俳
諧
派
文
学
研
究
」
か
ら
は
、『
文
学
論
』、『
猫
』

に
新
た
な
可
能
性
を
百
閒
が
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。『
漱
石
物

語
』
の
「
ア
レ
ン
ジ
」
版
に
お
い
て
は
タ
イ
ト
ル
こ
そ
『
漱
石
物
語
』
で

あ
る
が
、
長
談
義
を
前
面
に
押
し
出
し
、「
尾
頭
の
心
元
な
き
海
鼠
の
や

う
な
文
章
」
で
あ
る
こ
と
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
い
て
い
る
。
正
典
の
な
か

で
残
さ
れ
た
の
は
こ
と
ば
の
非
効
率
で
あ
る
。
寒
月
の
バ
イ
オ
リ
ン
談
に

つ
い
て
は
、『
贋
作
』「
第
七
」
で
五
沙
弥
に
「
時
勢
が
違
ふ
」
と
評
さ
せ

て
い
る
。
だ
が
、
寒
月
の
バ
イ
オ
リ
ン
談
は
発
表
時
に
お
い
て
も
世
の
趨

勢
に
従
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
後
年
、
百
閒
は
『
猫
』
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
問
い
か
け
る
。

筋
で
読
ま
せ
る
小
説
が
世
に
行
は
れ
る
時
に
、
こ
の
様
な
作
が
一
般

の
好
評
を
博
し
、
今
日
ま
で
も
明
治
文
学
の
最
高
峰
の
一
と
し
て
持

て
は
や
さ
れ
る
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か（

（3
（

。
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「
猫
に
観
察
さ
せ
、
猫
に
語
ら
せ
る
と
い
ふ
表
現
形
式
は
、
漱
石
が
初

め
て
試
み
た
新
し
い
方
法（

（3
（

」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
漱
石
が
作
家
活
動

を
本
格
化
さ
せ
た
自
然
派
以
後
に
は
既
に
「
起
伏
に
富
ん
だ
筋
を
生
き
る

よ
う
な
物
語
は
不
自
然
な
「
つ
く
り
ご
と
」
と
感
知
さ
れ
、
筋
の
世
俗
化

が
む
し
ろ
本
流（

（3
（

」
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
漱
石
は
「
世
の
中
は
筋
の
な

い
も
の
」
で
あ
り
、
筋
と
は
畢
竟
「
進
水
式
」
や
「
花
見
」
に
過
ぎ
な
い（

（3
（

と
い
う
考
え
を
表
明
し
て
い
た
。
百
閒
に
よ
る
「
ア
レ
ン
ジ
」
版
に
お
い

て
は
猫
に
よ
る
正
典
の
「
言
語
の
非
有
意
的
な
強
度
的
使
用
法（

（4
（

」
に
よ
っ

て
、
マ
イ
ナ
ー
文
学
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
『
猫
』
の
特
徴
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
る
。

　
『
贋
作
』
は
『
猫
』
最
終
章
「
十
一
」
で
水
甕
に
落
ち
た
猫
が
眠
り
か

ら
覚
め
、
元
独
逸
語
教
師
五
沙
弥
を
主
人
と
す
る
。
そ
こ
で
は
物
語
の
機

制
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
五
沙
弥
の
飼
い
猫
と
な
っ
た
猫
は
戦
後

社
会
を
見
聞
し
、
猫
の
協
議
会
に
出
席
す
る
。
協
議
が
紛
糾
す
る
と
、
猛

犬
出で
う
す臼
、
柄え
く
す楠
、
魔ま
ひ
な雛
が
襲
来
す
る
（「
第
六
」）。
猫
た
ち
は
五
沙
弥
の

縁
の
下
に
結
集
し
、
協
議
会
の
再
開
が
促
さ
れ
る
も
、
長
く
な
っ
た
『
贋

作
』
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
出で
う
す臼

、
柄え
く
す楠

、
魔ま
ひ
な雛

、
即
ちdeus ex 

m
achina

（
機
械
仕
掛
け
の
神
）
の
襲
来
が
告
げ
ら
れ
、
猫
は
逃
げ
場
を

求
め
る
（「
第
十
二
」）。
物
語
化
で
き
る
も
の
と
「
不
可
能
」
な
も
の
と

が
対
立
を
深
め
て
い
く
。

　

漱
石
と
百
閒
。
そ
の
関
係
は
、
漱
石
か
ら
百
閒
へ
の
影
響
と
い
う
一
方

的
な
も
の
に
は
限
ら
な
い
。『
漱
石
物
語
』
の
「
解
説
」
の
物
語
観
、「
ア

レ
ン
ジ
」
版
に
お
け
る
『
猫
』
の
こ
と
ば
の
〈
マ
イ
ナ
ー
な
使
用
法（

（4
（

〉
に

着
目
す
れ
ば
、
遅
れ
て
き
た
者
が
先
行
す
る
テ
ク
ス
ト
に
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
み
え
て
く
る
だ
ろ
う
。『
猫
』
の
最
終
章

「
十
一
」
は
要
約
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、「
ア
レ
ン
ジ
」
に
よ
っ
て

こ
そ
漱
石
の
「
真
面
目
」、
真
価
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

正
典
『
猫
』
に
大
胆
に
メ
ス
を
入
れ
て
解
体
し
、
再
構
成
す
る
過
程
か
ら

は
「
海
鼠
の
様
な
文
章
」
と
し
て
の
可
能
性
が
追
求
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
。

　

百
閒
が
作
家
と
し
て
活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
漱

石
が
『
猫
』
を
書
い
た
二
〇
世
紀
初
頭
に
比
し
て
読
書
の
能
率
化
が
謳
わ

れ
、
映
画
産
業
が
著
作
の
コ
ン
テ
ン
ツ
化
を
企
て
る
。
物
語
優
位
の
時
代

に
お
い
て
『
猫
』
の
寒
月
の
バ
イ
オ
リ
ン
談
は
「
純
粋
文
章
」
の
源
泉
と

し
て
参
照
さ
れ
て
、精
鋭
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
ア
レ
ン
ジ
」

版
は
漱
石
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
り
、『
猫
』
の
〈
贋
作
〉
で
も
あ
る
、

一
つ
の
独
立
し
た
創
作
の
域
に
達
し
て
い
る
。「
内
容
も
筋
も
な
い
」
と

い
う
「
純
粋
文
章
」
に
集
約
さ
れ
る
百
閒
の
物
語
観
を
如
実
に
示
す
「
ア

レ
ン
ジ
」
版
の
叙
述
は
、
漱
石
『
猫
』、
ひ
い
て
は
内
田
百
閒
の
文
章
を

読
む
こ
と
の
意
味
を
現
代
に
問
う
も
の
で
あ
る
。

注（
1
）	
内
田
流
石
「
宮
島
行
」（『
山
陽
新
報
』
一
九
〇
六
・
八
・
一
三
〜
一
七
）。

引
用
は
『
新
輯　

内
田
百
聞
全
集
第
七
巻
』（
一
九
八
七
・
七
・
一
五
、
福
武
書

店
、
三
五
七
頁
）
に
拠
る
。

（
2
）	

酒
井
英
行
『
内
田
百
閒

─
〔
百
鬼
〕
の
愉
楽

─
』
二
〇
〇
三・
六
・一
二
、
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沖
積
舎
、
四
三
頁
）

（
3
）	
平
山
三
郎
「
解
題
」（『
内
田
百
閒
全
集 

第
三
巻
』
一
九
七
二
・
二
・
二
〇
、

講
談
社
、
五
〇
九
頁
）

（
4
）	

清
水
康
次
「
単
行
本
書
誌
」（『
漱
石
全
集　

第
二
十
七
巻
』

一
九
九
七
・
一
二
・
一
九
、
岩
波
書
店
、
五
一
八
頁
）

（
5
）	

今
野
真
二
『
消
さ
れ
た
漱
石　

明
治
の
日
本
語
の
探
し
方
』（
二
〇
〇
八
・

六
・
一
、
笠
間
書
院
、
二
四
五
〜
二
五
五
頁
）
参
照
。　

（
6
）	

大
杉
重
男
「
大
谷
哲
著
『
内
田
百
閒
論

─
他
者
と
認
識
の
原
画
』」（『
日

本
文
学
』
二
〇
一
二
・
九
、
六
九
頁
）

（
7
）	『
現
代
叢
書
62　

漱
石
物
語　

中
巻
』
は
一
九
四
八
年
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
下
巻
は
「
現
代
叢
書
が
中
断
さ
れ
た
た
め
未
刊
」
で
あ
っ
た
が
、
全
三

冊
本
と
し
て
三
笠
書
房
か
ら
一
九
五
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
（「
付
記
」、
内
田

百
閒
『
漱
石
物
語
』
一
九
七
六
・
四
・
一
〇
、
津
軽
書
房
、
五
八
九
頁
）。

（
8
）	

大
井
征
に
つ
い
て
は
、
山
本
一
生
『
百
間マ

マ

、
ま
だ
死
な
ざ
る
や

─
内
田

百
間マ
マ

伝
』（
二
〇
二
一
・
六
・
二
五
、
中
央
公
論
新
社
、
三
四
九
〜
三
五
〇
頁
）

参
照
。

（
9
）	

平
山
三
郎
「
解
題
」（『
内
田
百
閒
全
集 

第
八
巻
』
一
九
七
二
・
一
二
・
二
〇
、

講
談
社
、
五
七
四
頁
）

（
10
）	

前
掲
（
3
）、
五
〇
六
頁

（
11
）	

渡
部
直
己
『
日
本
小
説
技
術
史
』（
二
〇
一
二
・
九
・
二
八
、二
五
七
頁
）

（
12
）	

内
田
百
間マ

マ

「
漱
石
先
生
臨
終
記
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
五
・
一
二
）

（
13
）	「
俳
諧
派
文
学
研
究
」
の
引
用
は
『
新
輯　

内
田
百
閒
全
集
第
十
八
巻
』

（
一
九
八
八
・
四
・
一
五
、
福
武
書
店
）
に
拠
る
。

（
14
）	

辰
野
隆
、内
田
百
閒
「
対
談
」（『
小
説
新
潮
』
一
九
四
七
・
一
二
、五
九
頁
）　

（
15
）	

徳
田
秋
声
「
こ
の
読
本
を
編
む
に
当
つ
て
」（
尾
崎
紅
葉
著
、
徳
田
秋
声

編
著
『
読
本
現
代
日
本
文
学
1　

尾
崎
紅
葉
読
本
』
一
九
三
六
・
七
・
一
〇
、三

笠
書
房
、
四
頁
）

（
16
）	

前
掲
（
15
）、
二
頁

（
17
）	

前
掲
（
15
）、
四
頁

（
18
）	

福
原
麟
太
郎
『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム
伝
』（
二
〇
〇
〇
・
一
一
・
二
八
、
沖

積
舎
、
二
〇
一
頁
）

（
19
）	

チ
ャ
ー
ル
ス
、ラ
ム
「
原
序
」（
チ
ャ
ー
ル
ス
、ラ
ム
著
、小
松
武
治
訳
『
沙

翁
物
語
集
』
一
九
〇
四
・
六
・
一
二
、
日
高
有
隣
堂
、
五
頁
）

（
20
）	

前
掲
（
19
）、
八
〜
九
頁

（
21
）	

内
田
百
間マ

マ

「
鶴
の
二
声
」（『
東
炎
』
一
九
三
五
・
四
、六
〇
頁
）

（
22
）	

内
田
百
間マ

マ

「
四
方
山
話
」（『
百
間マ

マ

座
談
』
一
九
四
一
・
六
・
一
五
、三
省
堂
、

九
五
頁
）

（
23
）	「
純
粋
文
章
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
博
士
論
文
『
内
田
百
閒
の
「
幻
想
」、

菊
池
寛
の
「
通
俗
」

─
一
九
一
〇
〜
二
〇
年
代
の
文
学
に
お
け
る
「
近
代
」

性
』（
二
〇
一
八
年
三
月
、
青
山
学
院
大
学
に
提
出
）
に
記
し
た
。

（
24
）	「
現
代
叢
書
」
は
「
国
民
の
将
来
文
化
建
設
へ
の
一
途
に
絶
大
な
る
支
援

を
惜
し
ま
ざ
ら
ん
こ
と
を
」（
三
笠
書
房
主
「
現
代
叢
書
の
刊
行
に
あ
た
り
て
」、

谷
川
徹
三
『
現
代
叢
書
1　

哲
学
的
文
学
』
一
九
四
一
・
四
・
一
〇
、三
笠
書
房
）

期
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

（
25
）	

内
田
百
閒
『
百
鬼
園
戦
後
日
記
Ⅰ
』（
二
〇
一
九
・
一
・
二
五
、
中
央
公
論

新
社
、
一
六
九
頁
）
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（
26
）	

前
掲
（
25
）、
一
九
四
頁

（
27
）	
前
掲
（
25
）、
二
一
五
頁

（
28
）	
前
掲
（
15
）、
六
頁

（
29
）	

金
田
一
京
助
「
序
」（
石
川
啄
木
著
、
金
田
一
京
助
編
著
『
読
本
現
代
日

本
文
学
9　

石
川
啄
木
読
本
』
一
九
三
六
・
一
二
・
二
〇
、三
笠
書
房
、
一
〜
二

頁
）

（
30
）	

内
田
百
間マ

マ

著
『
現
代
叢
書
57　

漱
石
物
語　

上
巻
』（
一
九
四
六
・

一
一
・
二
五
、三
笠
書
房
、
六
〇
頁
）

（
31
）	

前
掲
（
30
）、
八
三
頁

（
32
）	

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
組
み
立
て
の
優
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
る
に
は
、

（
略
）
形
式
原
理
（
始
め
・
中
間
・
終
わ
り
）
が
用
い
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
著
、
三
浦
洋
訳
『
詩
学
』
二
〇
一
九
・
三
・

二
〇
、
光
文
社
、
六
二
頁
）
と
す
る
。

（
33
）	

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
著
『
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
』

（
一
九
八
五
・
九
・
一
〇
、
水
声
社
、
一
〇
四
頁
）

（
34
）	

前
掲
（
11
）、
二
五
七
頁

（
35
）	

前
掲
（
33
）、
三
三
五
頁 

（
36
）	

内
田
百
間マ

マ

「
解
説
」（
夏
目
漱
石
『
夏
目
漱
石
小
説
全
集
第
一
巻
』

一
九
五
三
・
八
・
一
、
春
陽
堂
書
店
、
二
頁
）

（
37
）	

前
掲
（
36
）、
三
頁

（
38
）	

佐
藤
泉
「『
彼
岸
過
迄
』
─
物
語
の
物
語
批
判
─
」（『
青
山
學
院
女
子
短

期
大
學
紀
要
』
一
九
九
六
・
一
二
、一
四
〇
頁
）

（
39
）	

夏
目
漱
石
「
写
生
文
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
七
・
一
・
二
〇
、
文
芸
附
録
、

六
面
）

（
40
）	

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
／
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
著
、
宇
野
邦
一
訳
『《
叢

書
・
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス　

1068

》カ
フ
カ　

マ
イ
ナ
ー
文
学
の
た
め
に〈
新
訳
〉』

（
二
〇
一
七
・
一
〇
・
三
一
、
法
政
大
学
出
版
局
、
四
〇
頁
）

（
41
）	

前
掲
（
40
）、
八
三
頁

（
に
し
い
・
や
え
こ
／
本
学
非
常
勤
講
師
）


